
　今回は第13回総代会の記事・決算報告・新役員のご紹介・組合長のあ
いさつを中心にお届けいたしました。
　広報誌・地区座談会などを通じて情報提供をしたいと思っております。
ご用命のある方々は、その都度ご一報いただければお伺いいたします
ので、より多くの組合員の皆様のご利用をお願い申し上げます。

退職 お世話になりました。事業課 森林整備係　田中裕之…………平成22年５月31日付
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第6回 開催！11月28日
本年も美秋木材まつりを下記日程で開催いたします。
皆様に、森林・木材をもっと身近に感じていただくため、
楽しいイベントを多彩に揃え、お待ちしております。

美東支所事務所移転美東支所事務所移転 宇部支所事務所移転宇部支所事務所移転
平成２１年９月４日㈮より、旧事務所老朽化のた
め下記へ移転致しました。
美祢市美東町大田 6170 番地 1
美祢市美東センター1階
（旧美東町町民センター）

平成２２年４月１日㈭より、宇部市の機構
改革で市の農林行政が楠庁舎に一本化
されたことに伴い、宇部支所を下記へ移
転致しました。なお、移転に伴い楠出張所
は廃止し、宇部支所一本化とさせていた
だきます。

宇部市大字船木３６５番地１
宇部市役所 楠庁舎 第３庁舎２階
産業経済部 農林振興課内
TEL.0836-67-2819　FAX.0836-67-2316
（旧所在地：宇部市常盤町一丁目7-2〈市役所内〉）
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MENU
★もちまき
★木工・竹細工体験コーナー
★果樹苗木・林産物等の販売、バザー
★チェンソーアート　他多彩に！

平成22年11月28日（日） 10：00～ 場所 カルスト森林組合・サンワーク美祢日時
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K A R S T - N E W S

水
害
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
助
事
業
で
施
業
を
実
施
し
た
山
林
は
、

森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第１３回通常総代会を平成２２年８月２７日㈮・午後１時よりサンワーク美祢（美祢勤労者総合福祉センター）で開催した。
出席者数は、総代定数２００名に対し、本人出席１４１名、書面出席２６名、合計１６７名で、出席率８３％であった。

議長には美祢市地区総代の石田眞彌氏を満場一致で選任。
第１号議案から第１０号議案、付帯決議まで挙手多数で可決・承認され、午後３時２０分には議案の審議を終る。

また、任期満了にともなう理事・監事の選任については、
役員選任規程第６条により、無記名で賛否の投票を行い、理事１２名、監事３名の新役員を選出した。

組
合
長 

大
呑 

俊
彦

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
仲
秋
の
好
時
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
素
か
ら
組
合
運
営
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
過
日
開
催
さ
れ
た
第
13
回
通
常
総
代
会
後
の
新

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
不

肖
私
が
再
び
組
合
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
引
き
受
け

し
た
以
上
、
な
お
一
層
の
精
進
を
重
ね
、
森
林
組
合
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
林
業
の

振
興
と
農
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
全
力
で
取
組
ん
で
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

    
さ
て
、
最
近
の
我
が
国
の
景
気
動
向
は
、
一
昨
年  

米
国
に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
か
ら

く
る
経
済
不
況
が
瞬
く
間
に
拡
大
し
、
急
激
な
円
高
・
株
安
が
進
行
す
る
な
ど
デ
フ
レ
状

態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
停
滞
局
面
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い

と
い
う
観
測
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
私
ど
も
の
林
業
・
木
材
産
業
界
に
お
き
ま
し
て
も
、
木
材
需

要
の
主
要
な
用
途
で
あ
る
新
設
の
住
宅
着
工
戸
数
が
昨
年
は
70
数
万
戸
と
大
き
く
落
ち
込

み
ま
し
た
し
、
木
材
価
格
も
弱
保
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
林
業

採
算
性
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
林
業
生
産
活
動
は
総
じ
て
低
調
状
態
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
諸
情
勢
の
下
、
昨
年
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
が
、
我
が
国
の
経
済
再
建
や
財

政
再
建
を
は
じ
め
、
雇
用
対
策
、
温
暖
化
対
策
な
ど
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
中
で
、
政
府
は
、
森
林
・
林
業
が
果
た
し
て
い
る
重
要
性
に
鑑
み
、
新
成
長
戦
略
の

一
つ
と
し
て
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
国
民
の
意
識
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
」
へ
と
転
換
す
る
こ
と
と
し
、
10
年
後
の
国
産
木

材
の
自
給
率
を
現
在
の
24
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
先
の
通
常
国
会
で
「
公
共

建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
公
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

近
々
施
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め
の

所
要
の
手
当
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　
我
が
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
施
策
方
針
を
踏
ま
え
、
特
に
、
森
林
所
有
構
造

の
零
細
性
と
分
散
性
を
克
服
し
て
儲
か
る
林
業
の
素
地
づ
く
り
を
加
速
化
す
る
た
め
、
間

伐
を
中
心
と
す
る
施
業
集
約
化
団
地
を
設
定
し
、
作
業
道
（
路
）
の
先
行
開
設
に
努
め
な

が
ら
、
施
業
の
効
率
化
と
間
伐
材
の
低
コ
ス
ト
・
効
率
搬
出
を
可
能
と
す
る
新
た
な
林
業

の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
緊
急
か
つ
最
重
要
な
課
題
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
部
門
別
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
指
導
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
区
説
明

会
や
集
落
座
談
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
主
要
事
業
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

広
報
誌
の
発
行
を
通
じ
て
の
関
係
情
報
の
提
供
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
一
層

密
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
販
売
部
門
に
つ
い
て
は
、
生
育
途
上
に
あ
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
受
託
林

産
や
受
託
販
売
の
ほ
か
、
主
伐
対
象
森
林
に
お
け
る
買
取
林
産
に
も
積
極
的
に
取
組
み
ま

す
。

　
加
工
部
門
に
つ
い
て
は
、
未
利
用
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き

森
林
土
木
用
資
材
の
加
工
販
売
の
ほ
か
、
地
元
産
木
材
に
よ
る
公
共
施
設
の
建
設
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

　
森
林
整
備
部
門
に
つ
い
て
は
、
健
全
で
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
施

業
集
約
化
に
よ
る
間
伐
を
は
じ
め
と
す
る
施
業
の
効
率
化
と
間
伐
材
の
低
コ
ス
ト
搬
出
を

可
能
と
す
る
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
、
林
内
路
網
を
集
中
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
森
林
資
源
が
循
環
利
用
で
き
る
儲
か
る
林
業
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
機
関
造
林
に
お
け
る
森
林
造
成
事
業
、
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
関
連

事
業
」
や
支
障
木
の
伐
採
を
行
う
緑
化
整
備
事
業
の
ほ
か
、
県
・
市
の
緊
急
雇
用
関
連
の

諸
事
業
、
美
祢
市
が
進
め
て
お
ら
れ
る
「
美
し
い
山
づ
く
り
事
業
」
の
支
援
や
購
買
品
等

の
斡
旋
・
販
売
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
の
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
実
行
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
並
び
に
管
内
３
市
を
は
じ
め
、
森
林
総
合
研
究
所
、

や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
、
上
部
団
体
で
あ
る
森
林
組
合
連
合
会
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

協
力
事
業
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
役
職
員
が
一
致
団
結
い
た
し
、
組
合
員
の
皆
様
の

た
め
の
組
合
の
実
現
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
組
合
経
営
の
安
定
と
地
域
林
業
の
中
核
的
な

担
い
手
と
な
る
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
７
月
中
旬
に
発
生
し
ま
し
た
梅
雨
期
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

管
内
の
山
陽
小
野
田
市
、
美
祢
市
を
含
む
本
県
の
西
部
地
域
に
未
曾
有
の
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
現
在
、
被
害
の
全
容
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
関
係

行
政
機
関
・
関
係
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
造
林
地
等
の
復
旧
対
策
に
全
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
よ
り
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
組
合
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
再
任
に
当
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次世代につながる仕事をします。

「やまぐち森林づくり県民税」を活用した森林整備

　今
ま
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
市
場

で
売
れ
る
材
の
み
を
搬
出
し
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
写
真
の
よ
う
に
、伐
期
を

迎
え
た
立
木
で
商
品
価
値
の
あ
る
木
は

市
場
売
り
と
し
て
、未
利
用
木（
今
ま
で

放
置
し
て
い
た
枝
・
葉
）
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。

　木
材
を
総
合
的
に
利
用
す
る
こ
の
方

法
だ
と
、森
林
の
劣
化
を
防
ぎ
、伐
採
後

の
生
産
や
管
理
が
容
易
に
な
り
、
負
担

軽
減
に
な
り
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
地
形
に
よ
っ
て
は
困
難
な

所
が
あ
り
、
全
て
の
場
所
と
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
森
林
・
林
業
の
低
炭
素
社
会

へ
の
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　木
材
搬
出
を
お
考
え
の
方
は
組
合
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

搬
出
可
能
な
現
場

●
大
型
ト
ラ
ッ
ク
進
入
可
で
、

　

 

道
か
ら
近
い
場
所

●
重
機
搬
入
が
で
き
る
場
所

ハーベスタ
による伐倒
ハーベスタ
による伐倒

バイオマス
専用トラック
への積込み

バイオマス
専用トラック
への積込み

伐採完了伐採完了

契
約
期
間
／〈
造
林
〉む
こ
う
10
年
間
・〈
間
伐
〉む
こ
う
３
年
間

　
こ
の
度
７
月
の
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。組
合
で
も
巡
回

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。現
地
を
調
査
し
、該
当
す
れ
ば
保
険
金
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２期目（平成 22年度～26年度）がスタートしました。

山口県は、県民税を活用して荒廃した森林の整備に引き続き取り組んでまいります。

　荒廃したスギ・ヒノキ林を強度
間伐し、森林の持つ多面的機能を
発揮する針葉樹と広葉樹が入り混
じった混交林へ誘導します。

公益森林整備事業 竹繁茂防止緊急対策事業

事 業 対 象 地 の 要 件

◉私有林（保安林を除く）
◉36 年生以上のスギ・ヒノキ人工林
◉長期間放置されるなど機能低下し
　た森林

　繁茂した放置竹林を緊急的に伐
採し、森林の持つ多面的機能の発
揮を図ります。

事 業 対 象 地 の 要 件

◉私有林
◉道路沿線等に繁茂拡大する放置
　竹林

お問い合せ先
山口県美祢農林事務所森林部　TEL.0837-52-1071
カルスト森林組合　TEL.0837-52-3332
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平成21年度貸借対照表（平成22年5月31日現在）

損益計算書（平成21年6月1日～平成22年5月31日）

▼資産の部▼

▼負債の部▼

▼純資産の部▼

流動資産合計

　事業総損益
　1.収　　益
　2.費　　用
　事業総利益

　特別損益
　1.特別利益
　2.特別損失
　特 別 損 益
税引前当期純利益
法人税・住民税及び事業税額
当 期欠損金
前期繰越剰余金
目的積立金取崩額
当期未処分剰余金

　経常損益
　1.事業外収益
　2.事業外費用
　事業外損益
　経 常 利 益

17,782,014
15,000,000

2,782,014

1,000,000
14,000,000

 

　事業損益
　1.人 件 費
　2.旅費・交通費
　3.事 務 費
　4.業 務 費
　5.諸税負担金
　6.施 設 費
　7.雑　　費
事業管理費計
　事 業 利 益

　
　513,235,513
333,794,119
179,441,394

　
　93,420

14,699,502
△14,606,082
3,123,087
5,700,000
2,576,913
5,717,192
14,641,735
17,782,014

　
1,817,926
100,000
1,717,926
17,729,169

　
　132,428,728

815,090
3,402,682
2,366,664
8,778,441
14,946,967
691,579

163,430,151
16,011,243

　
　0

2,771,391
△2,771,391

　
　4,354,000

15,731
65,672
42,752
23,631
288,476
13,347

4,803,609
△7,575,000

　
　5,236,061
3,793,947
1,442,114

　
　568,190

2,740
11,437
7,965
30,018
50,241
2,325

672,916
769,198

　
　11,196,532
8,783,596
2,412,936

　
　1,577,070

11,840
49,426
34,418
129,508
217,115
10,046

2,029,423
383,513

　
　496,802,920
318,445,185
178,357,735

　
　125,929,468

784,779
3,276,147
2,281,529
8,595,284
14,391,135
665,861

155,924,203
22,433,532

311,766,684

負債合計 90,643,615

資産合計 403,827,915

繰延資産合計 0

固定資産
　有形固定資産計
　無形固定資産計
　外部出資計
　その他の固定資産計
固定資産合計

35,965,204
1,899,027
54,197,000

0
92,061,231

流動負債合計
固定負債合計

44,120,274
46,523,341

純資産合計 313,184,300

出資金合計
剰余金合計

158,426,500
154,757,800

負債および純資産合計 403,827,915

科　目 計 指導 販売 加工 森林整備
（単位：円）

（単位：円）

剰余金処分案 （単位：円）（単位：円）

摘　　要 内　　訳 小　　計 合　　計

平成21年度

※前期繰越剰余金のうち教育情報資金は、
　1,000,000円であった。
※目的積立金取崩額の内訳
　●やまぐち森林担い手財団出捐金消却　12,581,000円
　●役員退任慰労金積立　　　　　　2,060,735円

　当期未処分剰余金
　剰余金処分額
　1.法定準備金
　2.任意積立金
　次期繰越剰余金

第１３回通常総代会議決事項

第１号議案　平成２１年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金処
　　　　　　分案、注記表及び附属明細書の承認について

第２号議案　平成２２年度事業計画の設定について

第３号議案　平成２２年度役員報酬の決定について

第４号議案　平成２２年度における借入金の最高限度額決定について

第５号議案　平成２２年度における貸付金の利率並びに一組合員に対す
　　　　　　る貸付金額の最高限度額の決定について

第６号議案　平成２２年度造林補助金事務取扱手数料率の決定について

第７号議案　役員退任慰労金の支払いについて

第８号議案　平成２２年度における余裕金預け入れ先金融機関の決定に
　　　　　　ついて

第９号議案　役員退任慰労金支給規程の一部変更について

第10号議案　任期満了にともなう理事、監事の選任について

付 帯 決 議　総代会の議決事項中、行政庁に提出する書類が当該行政庁
　　　　　　の指示に基づき補正変更を要する場合は、議決の主旨に反
　　　　　　しない範囲において字句の修正等の補正変更を理事会に一
　　　　　　任する。



K A R S T - N E W S

水
害
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
助
事
業
で
施
業
を
実
施
し
た
山
林
は
、

森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第１３回通常総代会を平成２２年８月２７日㈮・午後１時よりサンワーク美祢（美祢勤労者総合福祉センター）で開催した。
出席者数は、総代定数２００名に対し、本人出席１４１名、書面出席２６名、合計１６７名で、出席率８３％であった。

議長には美祢市地区総代の石田眞彌氏を満場一致で選任。
第１号議案から第１０号議案、付帯決議まで挙手多数で可決・承認され、午後３時２０分には議案の審議を終る。

また、任期満了にともなう理事・監事の選任については、
役員選任規程第６条により、無記名で賛否の投票を行い、理事１２名、監事３名の新役員を選出した。

組
合
長 

大
呑 

俊
彦

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
仲
秋
の
好
時
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
素
か
ら
組
合
運
営
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
過
日
開
催
さ
れ
た
第
13
回
通
常
総
代
会
後
の
新

理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
不

肖
私
が
再
び
組
合
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
引
き
受
け

し
た
以
上
、
な
お
一
層
の
精
進
を
重
ね
、
森
林
組
合
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
林
業
の

振
興
と
農
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
全
力
で
取
組
ん
で
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

    
さ
て
、
最
近
の
我
が
国
の
景
気
動
向
は
、
一
昨
年  

米
国
に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
か
ら

く
る
経
済
不
況
が
瞬
く
間
に
拡
大
し
、
急
激
な
円
高
・
株
安
が
進
行
す
る
な
ど
デ
フ
レ
状

態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
停
滞
局
面
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い

と
い
う
観
測
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
私
ど
も
の
林
業
・
木
材
産
業
界
に
お
き
ま
し
て
も
、
木
材
需

要
の
主
要
な
用
途
で
あ
る
新
設
の
住
宅
着
工
戸
数
が
昨
年
は
70
数
万
戸
と
大
き
く
落
ち
込

み
ま
し
た
し
、
木
材
価
格
も
弱
保
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
林
業

採
算
性
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
林
業
生
産
活
動
は
総
じ
て
低
調
状
態
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
諸
情
勢
の
下
、
昨
年
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
が
、
我
が
国
の
経
済
再
建
や
財

政
再
建
を
は
じ
め
、
雇
用
対
策
、
温
暖
化
対
策
な
ど
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
中
で
、
政
府
は
、
森
林
・
林
業
が
果
た
し
て
い
る
重
要
性
に
鑑
み
、
新
成
長
戦
略
の

一
つ
と
し
て
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
国
民
の
意
識
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
」
へ
と
転
換
す
る
こ
と
と
し
、
10
年
後
の
国
産
木

材
の
自
給
率
を
現
在
の
24
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
先
の
通
常
国
会
で
「
公
共

建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
公
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

近
々
施
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め
の

所
要
の
手
当
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　
我
が
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
施
策
方
針
を
踏
ま
え
、
特
に
、
森
林
所
有
構
造

の
零
細
性
と
分
散
性
を
克
服
し
て
儲
か
る
林
業
の
素
地
づ
く
り
を
加
速
化
す
る
た
め
、
間

伐
を
中
心
と
す
る
施
業
集
約
化
団
地
を
設
定
し
、
作
業
道
（
路
）
の
先
行
開
設
に
努
め
な

が
ら
、
施
業
の
効
率
化
と
間
伐
材
の
低
コ
ス
ト
・
効
率
搬
出
を
可
能
と
す
る
新
た
な
林
業

の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
緊
急
か
つ
最
重
要
な
課
題
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
部
門
別
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
指
導
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
区
説
明

会
や
集
落
座
談
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
主
要
事
業
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

広
報
誌
の
発
行
を
通
じ
て
の
関
係
情
報
の
提
供
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
一
層

密
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
販
売
部
門
に
つ
い
て
は
、
生
育
途
上
に
あ
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
受
託
林

産
や
受
託
販
売
の
ほ
か
、
主
伐
対
象
森
林
に
お
け
る
買
取
林
産
に
も
積
極
的
に
取
組
み
ま

す
。

　
加
工
部
門
に
つ
い
て
は
、
未
利
用
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き

森
林
土
木
用
資
材
の
加
工
販
売
の
ほ
か
、
地
元
産
木
材
に
よ
る
公
共
施
設
の
建
設
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

　
森
林
整
備
部
門
に
つ
い
て
は
、
健
全
で
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
施

業
集
約
化
に
よ
る
間
伐
を
は
じ
め
と
す
る
施
業
の
効
率
化
と
間
伐
材
の
低
コ
ス
ト
搬
出
を

可
能
と
す
る
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
、
林
内
路
網
を
集
中
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
森
林
資
源
が
循
環
利
用
で
き
る
儲
か
る
林
業
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
機
関
造
林
に
お
け
る
森
林
造
成
事
業
、
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
関
連

事
業
」
や
支
障
木
の
伐
採
を
行
う
緑
化
整
備
事
業
の
ほ
か
、
県
・
市
の
緊
急
雇
用
関
連
の

諸
事
業
、
美
祢
市
が
進
め
て
お
ら
れ
る
「
美
し
い
山
づ
く
り
事
業
」
の
支
援
や
購
買
品
等

の
斡
旋
・
販
売
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
の
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
実
行
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
並
び
に
管
内
３
市
を
は
じ
め
、
森
林
総
合
研
究
所
、

や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
、
上
部
団
体
で
あ
る
森
林
組
合
連
合
会
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

協
力
事
業
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
役
職
員
が
一
致
団
結
い
た
し
、
組
合
員
の
皆
様
の

た
め
の
組
合
の
実
現
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
組
合
経
営
の
安
定
と
地
域
林
業
の
中
核
的
な

担
い
手
と
な
る
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
７
月
中
旬
に
発
生
し
ま
し
た
梅
雨
期
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

管
内
の
山
陽
小
野
田
市
、
美
祢
市
を
含
む
本
県
の
西
部
地
域
に
未
曾
有
の
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
現
在
、
被
害
の
全
容
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
関
係

行
政
機
関
・
関
係
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
造
林
地
等
の
復
旧
対
策
に
全
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
よ
り
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
組
合
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
再
任
に
当
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次世代につながる仕事をします。

「やまぐち森林づくり県民税」を活用した森林整備

　今
ま
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
市
場

で
売
れ
る
材
の
み
を
搬
出
し
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
写
真
の
よ
う
に
、伐
期
を

迎
え
た
立
木
で
商
品
価
値
の
あ
る
木
は

市
場
売
り
と
し
て
、未
利
用
木（
今
ま
で

放
置
し
て
い
た
枝
・
葉
）
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。

　木
材
を
総
合
的
に
利
用
す
る
こ
の
方

法
だ
と
、森
林
の
劣
化
を
防
ぎ
、伐
採
後

の
生
産
や
管
理
が
容
易
に
な
り
、
負
担

軽
減
に
な
り
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
地
形
に
よ
っ
て
は
困
難
な

所
が
あ
り
、
全
て
の
場
所
と
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
森
林
・
林
業
の
低
炭
素
社
会

へ
の
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　木
材
搬
出
を
お
考
え
の
方
は
組
合
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

搬
出
可
能
な
現
場

●
大
型
ト
ラ
ッ
ク
進
入
可
で
、

　

 

道
か
ら
近
い
場
所

●
重
機
搬
入
が
で
き
る
場
所

ハーベスタ
による伐倒
ハーベスタ
による伐倒

バイオマス
専用トラック
への積込み

バイオマス
専用トラック
への積込み

伐採完了伐採完了

契
約
期
間
／〈
造
林
〉む
こ
う
10
年
間
・〈
間
伐
〉む
こ
う
３
年
間

　
こ
の
度
７
月
の
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。組
合
で
も
巡
回

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。現
地
を
調
査
し
、該
当
す
れ
ば
保
険
金
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２期目（平成 22年度～26年度）がスタートしました。

山口県は、県民税を活用して荒廃した森林の整備に引き続き取り組んでまいります。

　荒廃したスギ・ヒノキ林を強度
間伐し、森林の持つ多面的機能を
発揮する針葉樹と広葉樹が入り混
じった混交林へ誘導します。

公益森林整備事業 竹繁茂防止緊急対策事業

事 業 対 象 地 の 要 件

◉私有林（保安林を除く）
◉36 年生以上のスギ・ヒノキ人工林
◉長期間放置されるなど機能低下し
　た森林

　繁茂した放置竹林を緊急的に伐
採し、森林の持つ多面的機能の発
揮を図ります。

事 業 対 象 地 の 要 件

◉私有林
◉道路沿線等に繁茂拡大する放置
　竹林

お問い合せ先
山口県美祢農林事務所森林部　TEL.0837-52-1071
カルスト森林組合　TEL.0837-52-3332

岩本　亀雄
茂上　優弘
金重　敬之
志賀　通之
伊藤　和雄
志賀　光法
石井　　實
白竹　剛芳
德重　明彦
徳原　　久
金澤　生喜
古富　　制
天重　史彦
末岡　弘己
岸田　軍二
藤井　芳孝
師井　昭亮
原谷　恒雄
國廣　　登
田中　信博
河村　圭一
池田　誠治
西村賢一朗
松田　栄治
山根　勝彦
熊野　公博
藤井　敏明
田中　常孝
阿野　正隆
岩本　幹夫
岩本　忠賢
鶴田　隆雄
長谷川典彦

宇部市

村上　俊治
今橋　庄二
谷　　勝之
藤本剛一郎
二歩　材臣
阿武　光男
小林　　貢
西田　　実
野村　栄三
加藤　清己
佐々木勇藏
寺田　一成
中村　敏洋
田村　和正
新藤　光則
麻野　和男
目　　英俊
長田　　清
作花　喜之
藤井　　猛
三井百合雄

山陽小野田市

中原　　弥
山田　康夫
白井　喜登
岸根　宣仁
阿野　尚之
中村　精一
三嶋　靖博
野尻　昭宏
吉村　秀夫
松下　伸喜
西村　征昭
井上　嘉稔
別府　達弘
三好　哲夫
阿川　昭司
田中　俊雄
中嶋　公男
西村　和惠
伊賀　　巴
山田　　正
藤井　英雄
村上　文雄
山本　房男
金子　成臣
山本　新也
津島　眞治
田邉　諄祐
竹田　郁夫
沓野　英昭
河野　康彦
三戸　一彦
山本　　勇
石田　眞彌
田辺　　茂
末永　直幸

坪井　貴亮
齋藤　　博
山田　　繁
岡藤　泰治
伊藤　京一
田辺　　護
深川　伸次
新屋　保男
横田　義登
内藤　政美
田中　秀穂
山根　典彦
倉重　武文
勝原　響一
村上　昌彦
髙見　　亨
木村　　洋
野村　哲雄
三澤　　捷
藤井　　昭
大田　秀典
咲花　正則
久保　幸雄
今井　茂明
伊藤　泰資
河村　　博
広瀬　義光
道下　国博
大田　禎介
石川　　肇
村上　勝幸

美祢市

宇野　良男
木原　　博
田邉　範久
宅間　恒雄
徳重　和文
溝部　直孝
栗田　權造
福永賢太郎
浅松　義次
刀禰　光男
斎藤　忠昭
中尾　　孝
藤井　厚美
田村　昌市
山﨑　　優
雲井　則行
秋里　勝道
大庭　繁夫
白井　　勉
野上　茂樹
亀田　　操
岡村　康雄
清水　武人
重枝　正芳
櫛崎　和美
井上　政教
大野　　新
井上　道雄
貞永　文雄
長嶺　敏行
山田　稔彬
礒部　　博
田中　剛二
滝田　信彦
武藤　武夫

岩本　康義
安田　信義
宇山　健悟
坂本　征士
河村　正吉
村田　利夫
石田　康正
山本　博明
井上　兼夫
上田　強治

美祢市美東町 美祢市秋芳町

長尾　賢一
田原喜久雄
秋山　早苗
竹田　安夫
上利　靖男
小田　　孝
岡　　義雄
佐藤　正春
黒瀬　義源
秋枝　　正
松原　峯夫
藤原　哲男
小嶋　森雄
谷村　清重
末永　博憲
福田　勝春
藤井　　忍
下井　克己
斎藤　一美
松田　勇夫
篠田　稔彦
篠田　久男
井上　　栄
藤井　　薫
宇山　　勲
井上　博文
清水　昭夫
村田　勝敏
岡﨑　義治
佐々木郁夫
岩崎　一男
岡﨑　卓治
宮崎　正治
松田　英男
中山　家光

総 代 名 簿
組合員の代表として、総代の方々が皆様の地区から選出されていますので、ご紹介いたします。

任期は平成２２年６月１日から平成２５年５月３１日までの３年間です。
定数については定款により２００名となっており、さらに総代選挙規程により選挙区ごとの定数は

宇部市地区３３人、山陽小野田市地区２１人、美祢市美東町・秋芳町以外の美祢市地区６６人、美祢市美東町地区４５人、
美祢市秋芳町地区３５人となっております。

新 役 員 ご 紹 介
●組 合 長　大呑　俊彦 第３区（美祢市美東町・秋芳町の区域）
●理　　事　第１区（宇部市・山陽小野田市の区域） 　　　志賀　研治／田邊　厚實／縄田　國和／長谷　知之
　　　　　　第２区（美祢市美東町・秋芳町以外の美祢市の区域） 篠原　雅尚／利重　和明／三澤　　捷
　　　　　　第３区（美祢市美東町・秋芳町の区域） 　　　神池　光博／木島　忠與／坪井　和登
　　　　　　全区（当組合の区域全体）　 　　　　　　　　藤本　一秋
●監　　事　第１区（宇部市・山陽小野田市の区域） 　　　末田　昭男
　　　　　　第２区（美祢市美東町・秋芳町以外の美祢市の区域） 馬屋原眞一
　　　　　　第３区（美祢市美東町・秋芳町の区域） 　　　佐藤　正春



　今回は第13回総代会の記事・決算報告・新役員のご紹介・組合長のあ
いさつを中心にお届けいたしました。
　広報誌・地区座談会などを通じて情報提供をしたいと思っております。
ご用命のある方々は、その都度ご一報いただければお伺いいたします
ので、より多くの組合員の皆様のご利用をお願い申し上げます。

退職 お世話になりました。事業課 森林整備係　田中裕之…………平成22年５月31日付
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第6回 開催！11月28日
本年も美秋木材まつりを下記日程で開催いたします。
皆様に、森林・木材をもっと身近に感じていただくため、
楽しいイベントを多彩に揃え、お待ちしております。

美東支所事務所移転美東支所事務所移転 宇部支所事務所移転宇部支所事務所移転
平成２１年９月４日㈮より、旧事務所老朽化のた
め下記へ移転致しました。
美祢市美東町大田 6170 番地 1
美祢市美東センター1階
（旧美東町町民センター）

平成２２年４月１日㈭より、宇部市の機構
改革で市の農林行政が楠庁舎に一本化
されたことに伴い、宇部支所を下記へ移
転致しました。なお、移転に伴い楠出張所
は廃止し、宇部支所一本化とさせていた
だきます。

宇部市大字船木３６５番地１
宇部市役所 楠庁舎 第３庁舎２階
産業経済部 農林振興課内
TEL.0836-67-2819　FAX.0836-67-2316
（旧所在地：宇部市常盤町一丁目7-2〈市役所内〉）
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MENU
★もちまき
★木工・竹細工体験コーナー
★果樹苗木・林産物等の販売、バザー
★チェンソーアート　他多彩に！

平成22年11月28日（日） 10：00～ 場所 カルスト森林組合・サンワーク美祢日時
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